













本稿は、 「平安私家集の「折り枝」用例集Ⅰ」 （ 『共立女子大学文芸学部紀要』第
63集二〇一七年一月）に続くものである。前稿は、 『私
家集大成（中古Ⅰ） 』を確認したが、今回は『私家集大成（中古Ⅱ） 』を用いて、平安中期から末期に活躍した歌人たちのやりとりから折り枝表現（に類するもの）を収集した。収集基準は前稿と同じで、花や木や草等の植物の「折り枝」 （もしくは葉、花びら、実）がやりと される場を対象とした。中古編Ⅱは １『和泉式部 』から
105『中御門大納言殿集』までの一〇五種（異本含む）の家集がお
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































③とう式部きよみづにまいりあひて、御前のおほ れうに みあか たてまつりつるをきゝて、
 しきみの葉
 にかゝす（一二）
　　
④同じひと、
 まつの雪
 につけて（一四）
　　
⑥皇后宮にさぶらふむすめ 、
 こうり
 をゝまへよりとておこせたりしにまいらせし（六二）
　　
⑯
 きくの花とむめの花
 とをおりまぜて、人をこせたりしかば、かくいひて
　
きくは秋むめは春とぞおもひしを
　
おなじをりにもにほふ花かな（一一五）
27入道右大臣集（尊経閣叢刊）頼宗
　
110
　　
①大宮にとのひとりをたてまつりたまひて、これもていねとおほせられしかば、もてにげたりと かんだうありて、またのひ、
 む
めの
は（ママ）
 たてまつりたまひて
　
きみにこそみすべかりけれむめのはな
　
ひとりをしみてくゆるけふかな（一七）
平安私家集の「折り枝」用例集Ⅱ
二九
　　
②道命あざり、
 はじかみのはな
 をおこすとて
　
はなのみなちりてのゝちは
ニ
からくして
　
のこれるものはゝじかみのはな（六三）
28範永朝臣集（書陵部蔵）範永
　
188
　　
①山とのかみのりたゞ、なくなりてのとし、
 いへのさくらのさきたりける
 に、かの家につかはしける
　
うへお
を
きしひとのかたみと見ぬだにも
　
やどのさくらをた かおしまぬ（七）
　　
②つれなかりける女のもとに、
 をみなへし
 につけて
　
一夜だにねてこそゆかめをみなへし
　
つゆけきのべにそではぬるとも（五三）
　　
③つれなき人に、
 薄
 につけて
　
むすばれんものとおもへばはなすゝき
　
かぜになびかぬのべしなければ（六八）
29相模集（浅野家本）相模Ⅰ
　
597
　　
①
 さかりすぎてくちたるなし
 を、おさなき人のもとにやるとてたゞならじとて
　
をきかへしつゆばかりなるなしなれど
　
ちよありのみと人はいふなり（一〇二）
　　
②まつりのかへさみて又の日、六はら蜜説経きゝにまで るに、昨日むらさきのにみえしくるまのかたはらにありしかば、ことは
てゝいつとて
 あふひ
 をやるとて
　
きのふまでかみに心をかけしかど
　
けふこそのりにあふひなりけれ（一一四）
　　
③しはすのついたちころに、
 いみじういろこきもみぢ
 をふみの中にいれていひたりし
　
ふくかぜも どけきやどのしるしにや
　
もみぢながらもときはなるらむ（一八三）
30相模集（書陵部蔵）相模Ⅱ
　
30
31思女集（書陵部蔵）相模Ⅲ
　
28
32相模集（針切）相模Ⅳ
　
36
33出羽弁集（書陵部 出羽弁
　
95
三〇
　　
①物がたりなどのついでに、かくまいらぬほど、などかはかなきことにつけても、うちおどろかさせたまふまじき、いみじうあな
づりたりなどある人に、いまかならずきこえめ、かうきゝつればうるさきまでなどいひたるに、日ごろもひさしう宮にもまいらずなどあるに、をかしからんこともがな、いひやらん、ことなることなきはよしなしなど思ふほどに、このころの
 さ
くら、よ
のつねの春よりもいみじきを、ひとえだ
 おらせてあれより、みぶのたいふさだ中なり
　
をちこちの花のにほひしつねならば
　
たれかはくるゝ春をゝしまむ（二九）
　　
②あふみのかみやすのり、みゐでらにつくる山ざとにさくらのさかりにきて見よとありしを、いとよきことなどいひしかど、さか
りになるまで思ひもたゝでやみぬるに、そのころあしこにありて、みもおどろけとにや、
 え
ならずいみじきをひとえ
だ
 をりて、
たゞ物もいはでおこせたるに
　
ひとえだをみるにもいとゞ山さくら
　
いまゝでゆかぬみもなげつべし（三五）
　　
③
 はぎのいみじういろこくさきたる
 を、ちりなばをしとて、こいよのきたのかたのおらせたまへるかへりごとに
　
いろにこそ猶めでらるれいくちたび
　
うき世中にあきはぎの花（九二）
34四条宮下野集（書陵部蔵）四条宮下野
　
211
　　
①せうなごきよふさ、しぜうなごのもとに、
 おぎのは
 につけて、いかにぞやいひたりし、これいかにいはむとありしかば
　
かはかぜにそよとばかりはこたふとも
　
おぎのうはゞわつゆもなびかし（一〇）
　　
②九月九日、
 きく
 を、これはいかにするもぞとてをこせたれば、わがやうにおぼゆる人なれば
　
としつみておりぞしりぬることさらに
　
わかゆるきく つゆのかゝれば（八五）
　　
③あきいへの少将のありしかど、わすれて、大納言殿、おまへのたからせてみせさせたまふに、
 ほ
にいでた
る
 をおりてたまはせ
たるに、かきつく
　
かりそめにみてのみなどかゝへるらむ
　
山だのいねはとしをこそつめ（九一）
　　
④ゆきのいみじくたかくふりたるひ、うへ、なん殿のゆき御らむじにいでさせおはしまして、……あの
 す
ゝきのゆきおとさ
で
 お
りてとめせば、それにとらせよとさしておほせらるれば、とぐちのみす し よりさしいるれば、とるまゝに
平安私家集の「折り枝」用例集Ⅱ
三一
　
ゆきふればさかぬえだなくみゆれども
　
おりからまさるはなすゝきかな（九七）
　　
⑤
 は
ぎのいみじうひろごりてさきてた
る
 を、うへより、しきぶの命婦、御つかひにて、
 は
ぎのか
さ
 たてまつるとて
たてまつらせ
おはしましたるを、しなの
　
はぎのかさをばしかやきるらん（一〇五

ａ）
　　
御つかひのしきぶ
　
つゆしげきあきのゝはらのあさゆふに（一〇五ｂ）
　　
⑥大納言殿、宮の御ぜんのせんざいたけたかしとて、わらひまうせたまひて、しられまいらせで、おかしげならむうへかへむとの
たまはせするを、心ならず、みつけまいらせんとあらがひまうす、さらにしられじとあらがはせたまふ、……十日ばかりきけば、いかゝすべからむとおもへど、さてのみあらんやはとて、しかのかたをいとおか げにつくりて、
 あ
をきうすやうをはぎの
は

にやりて、しかにをしつけて、かきつけて、よ中ばかりに、とう三条殿にまいりぬ
　
つゆをきてたれかは見けるさをしかの
　
しがらみふする野べの秋はぎ（一一〇）
　　
⑦返てときゝてひと〴〵くるに、なにはにもこむといひしに、人〴〵のこしにもなかりしもとなり、をともせで、ほどへて、かへ
らせたまひて、 どゝひたりしほどに、
 いとうすきまゆみのもみぢの、えだのみえしは
 にかきつけてやりし
　
おもはずにもみぢのいろのうすければ
　
かへるもしらぬそりまゆみかな（一三二）
　　
⑧はつゆきのつとめて、
 かへでのもみぢのいろ〳〵なるに、ゆきのかゝりたるをおとさで
 、ためなかゞをこせたる
　
うすくこくしぐれのそめしもみぢ葉に
　
いまひといろをそふるしらゆき（一三三）
　　
⑨七月一日、
 いとこきもみぢ
 につけて、くら人の弁もろかた
　
今日くればあきのしるしにた たひめ
　
もみぢのにしきおりそめてけり（一六六）
　　
⑩
 かれたるあふひ
 をつゝみて、つねかた、こしきぶに
　
かれにけるあふひなれども人しれぬ
　
心にはなをかけぬまぞなき（一七四）
35経衡集（書陵部蔵）経衡
　
239
三二
　　
①十一月ばかりに、
 いとこき紅葉
 の、あきのさかりのやまでらて
（ママ）
はべりしにつけて、人にいひやりはべりし
　
とふひともなき我やどのもみぢ葉ゝ
　
風だにしらぬものにぞありける（四八）
　　
②おなじ人のいゑなる
 紅梅
 を、七条なる所にうへさすとて、こひにやりて侍しに、おこすとて
　
むめがえはねこしてし みさそはれぬ
　
はるきてとはゞ如何かこたへん（一一八）
　　
③
 いとちゐさくつくりたるまつ
 にさして
　
うれしくもふかみどりなるいろにいでゝ
　
ちぎりそめつるむすびまつかな（一五五）
　　
④
 はぎのはなのいとをもしろき
 につけて、しのぶる人のもとより
　
あきはぎのさかりになればみな人に
　
しかありきとやいひさかすらむ（一八五）
　　
⑤東宮の御かたの女房のつぼねのまへわたれば、
 すゝきのほをむすびて
 、さしいでたりしかば、しりたる人なるべし
　
ほにいでゝたれかむすばんは すゝき
　
はぎのしたはのいろかえばこそ（二〇五）
　　
⑥ふみやる返事はせで、
 山ぶきの花
 をつゝみておこせたりしおほむなに
　
くちなしの色をみするやいかなら
　
人にとへとやゝまぶきの花（二〇七）
　　
⑦さぬきのか 、秋ころまできて、いとたかきをぎのはべりしをみて、おのがもとなるは、こよなくおとりたりけりとあらがひて、
またのひ、
 をぎ
 にさして
　
いへつねの朝臣
　
おひおとることこそあらめおぎの の
　
かぜのおとさへこよなかりける
り
（二一七）
　　
⑧九月ばかり、
 さくらのいみじうさきたる
 に、ふみをつけて
　
するがのかみさねのり
　
なにせんにちりもやするとなげきけむ
　
ふけども にはなはさきけり（二一九）
36成尋阿闍梨母集（書陵部蔵）成尋母
　
175
　　
①これも返事にはかゝず、むかしありけるとうろくといひけるこそ、かやうなることはいひけれと ぼえしかば、とゞめてき、さ
るはこと〴〵のおぼえぬまゝに、おさなきものゝ、ざうしの中に
 あ
ふ
ひ
 をいれたりけるに、
 か
れた
る
 をとりいでゝ、これ御覧
ぜよといふに、おぼえはべりける
平安私家集の「折り枝」用例集Ⅱ
三三
　
いのりつゝ神にかけてしかひもなく
　
あふひしられぬこひをこそすれ（一一二）
　　
②五月五日とて、おさなきちごどもの
 さうぶ
 とりちらして、これにものかけといへば
　
いつかともしらぬこひぢのあやめぐさ
　
うきねあらはずけふにこそありけれ（一一八）
37弁乳母集（書陵部蔵）弁乳母
　
106
　　
①宮、春宮にいらせ給へるに 殿上人こゆみいで、宮の御かたにかけ物申て、ひわりごのうへにまどかきたるふたに、
 は
なをち
らして
 かきつけてだいば所にはいれたる
　
かちまけのゆみのやませにちるはなを
　
まといのほかの人もみよかし（一二）
　　
②とあれば、かねのまとを
 さかりなるえだ
 につけて
　
あづさゆみをなじまとゐ うちなれば
　
ちらぬ桜の花をこそみめ（一三）
　　
③殿上人おほくうちの御も いみにこもりて、わが宮の御かたにくだものゝをろし申たれば、いだすふたに、ひとつには
 こ
うば
い
 、ひとつには
 しろきむめ
 をおほして、色をもかをもとてむすびつけたれば
　
つねのぶの君
　
しる人のしるなる花のいろ れば
　
君みるらんとをもほえぬかな（二三）
　　
④四条宮に家の
 こうばい
 をたてまつりたるに、ほかにわたらせ給へる、みるに、めでたくさきたれば
　
かばかりのにほひなりとも梅 花
　
しづのかきねを思ひわするな（三六）
　　
⑤東宮の、
 御さうぶのね
 めしたる、まいらすとて
　
たにふかきいはね あやめ君がため
　
ながきためしをひきてつるかな（七四）
　　
⑥
 きく
 につけて、御かへし
　
秋もあま すぎける君ときくも を
　
ひさしきくれは今日のみやしる（八二）
38藤三位集（書陵部蔵）大弐三位Ⅰ
　
63
　　
①
 しろき菊
 にさして、おなじ人に
　
つらからんかたこそあらめきみならで
　
たれにか見せむしらきくの花（一〇）
三四
　　
②おなじ人に、
 梅
 にさして
　
見ぬ人によそへてぞみるむめの花
　
ちりなむのちのなぐさめぞなき（一八）
39大弐三位集（端白切）大弐三位Ⅱ
　
34
　　
③賀陽院の
 むめ
 をゝりて、かのわたりよりたまはせたりしかば
　
いとゞしくはるのこゝろのそらなるに
　
またはなのかをみにぞしめつる（二）
　　
②
 むめのはな
 にさして、四条の中納言（一〇）
　　
④こ院のわか宮とまうしゝころ、
 うつゑのまつ
 をひとのこにつかはしゝ
　
あひおひのをしをの山のこまつばら
　
いまよりちよのかげをまたなん（一七）
40橘為仲朝臣集（書陵部蔵）為仲Ⅰ
　
104
　　
①
 む
めの花のおなじ
□え歟
だに、しろきこうばいさきまじりた
る
 を、皇后宮に
たてまつりたりし
を、これはいかゞみる、と女ばうの
みせたかひ
う歟
しに
　
いづれとかわきてをりつるおなじえに
　
ひといろならぬむめのにほひを（三二）
　　
②宮にさぶらふほど、うち殿より
 も
み
ぢ
 をたてまつらせたまひたりけるを、ゝりてさぶらひにいだされて、これはいかゞ見ると
ありしかば、まうしいれし
　
たづねてもふきくるかぜのなかりせば
　
いかでか見ましよそのもみぢば（五一）
　　
③
 う
ぐひすのすにあるをこめながら、きのえだな
る
 をゝりて、人の宮に
まいらせたるを、いかゞみると女ばうの見せたまひしか
ば
　
もゝしきにそだつとならばうぐひすも
　
くもゐのつるをみもならはなむ（六八）
41橘為仲集（尊経閣文庫蔵）為仲Ⅱ
　
70
42大納言経信卿集（三手 経信Ⅰ
　
132
43経信卿家集（書陵部蔵）経信Ⅱ
　
231
平安私家集の「折り枝」用例集Ⅱ
三五
　
あおのむまをまつひくものと思まに
　
わすれやすらむけふのねのひを（五）
　　
①とて、
 こまつ
 につけたりしかへし
　　
②関白殿の内大臣殿とましゝをり、四月まつりのひ、
 あふひ
 にぐして
　
かみ人のしめのうちよりひき れて
　
わがやどにこそあふひかけゝれ（四二）
　　
③四月ばかりに、
 たちばな
 につけて、むかしをわすれぬよしなどありける、かへりごとに
　
いとゞしくわすられぬかなにほひくる
　
はなたちばなのかぜのたよりに（六三）
44大納言経信集（書陵部蔵）経信Ⅲ
　
277
　　
①正月七日子日なるに、
 松
 につけて出羽がもとより
　
あをのむまをまつひくものとおもふまに
　
わすれやすらむけふのねのひは（三）
　　
②右大弁の姫君のをさなきが、歌をこ みて、雪のふるひ、
 梅花
 ををりて、をほち殿にとて、かくありし
　
むめのはなゆきにはやされめでたきは
　
いとゞこまつのすゑぞゆかしき（一三）
　　
③
 なでしこのたね
 をたづねたるを、をこすとて
　
とこなつのはなもつゐにはちりけ ば
　
かたみにこれぞとりてをきたる（五五）
　　
④若君の、播磨守俊綱のもとにわたりて、五月五日くすだまやりたまふとて、
 菖蒲
 にかきつけられし
　
かくれぬをわすれざら んあやめぐさ
　
はなのたもとにけふかゝるとも（五九）
　　
⑤人の許に、また人の
 たちばな
 につけて、むかしをわすれぬよしなどありける、かへり事をせさせきこえける
　
いとゞしくわすられぬかなにほひくる
　
はなたちば かぜのたよりに（八三）
45師実集（伝俊頼切）師実
　
16
46津守国基 書陵部蔵 国基
　
154
　　
①四月一日、ある女のいゑをすぐとて、なにことかといひいれ せて侍しに、かへることをばいはで、
 や
まぶきの
花
 をゝこせた
りしかば
三六
　
くちなしのいろにさけばかやまぶきの
　
すぎ行はるをとまれともいはぬ（八二）
47賀茂成助集（徳川美術館蔵）成助
　
3
48顕綱朝臣集（書陵部蔵）顕綱
　
105
　　
①斎院の辺にさぶらひける人のよのなかにかくてあるやうありて、おもひかけぬところにありければ、としごろになりて、四月の
かものまつりの日、
 あふひ
 にかきてつかはしける
　
おもひきやそのかみやまのあふひぐさ
　
かけてもよそにならんものとは（四）
　　
②二月ばかりに、寺はらにかうきゝにまかりたりけるに、ある宮ばらの女房、また車をならべてきゝければ、たれともなくて、
 し
きみの花
 にかきてつかはしける
　　
※「は（葉） 」か
　
よそ〳〵にみつのくるまとおもへども
　
人のこゝろはひとつならなむ（一一）
　　
③しりたる人のもとより、ひさしくおとづれずとて、
 のきにおふる草
 をおこせたれば、
 わすれぐさ
 と思たるにやとて
　
これやこのおとにきゝ るわすれぐさ
　
またこそしらね心なら に（二二）
　　
④しりたる人のとをき国へまかるとて、
 あこたうり
 をおこせたりければ、
 うり
 にかきてかへしやる
　
みるからにつらさぞまさるあこたうり
　
たちわかれゆくみちとおもへば（三四）
49康資王母家集（龍谷大学蔵）康資王母
　
154
　　
①殿上よりくだもの申たりしに、
 花橘
 をゝりておくられし、ふたかへし参らす
　
師賢
　
時鳥こよひいづこにやどる ん
　
はなたち花を人にをられて（三五）
　　
②おなじ六日、
 わかな
 人に
の
つかり
か（朱）
はすとて
　
身をしればあ
あすのあ
したの
した（朱）
はらもたのまれず
　
けふはまがきのわかなをぞつむ（四五）
50公実集（陽明文庫蔵）公実
　
2
51江帥集（書陵部蔵）匡房Ⅰ
　
523
　　
①をんなにかはりて、
 なでしこ
 につけて
平安私家集の「折り枝」用例集Ⅱ
三七
　
みをなげてなみだやつゆにまがふらん
　
あれのみまさるなでしこのはな（四一四）
　　
②わかき人の、
 あさがほ
 をおりて、御らむぜよといひたりしかば
　
たとふべきかたこそ けれわぎもこが
　
ねくたれがみ あさがほのはな（四六八）
52匡房集（有吉
　
保蔵）匡房Ⅱ
　
131
53周防内侍 桃園文庫旧蔵）周防内侍
　
96
　　
①しぐるゝゆふぐれに、院の中将のぶむね、をぐら山のもみぢみになんいきたりつるとて
 ふ
かきもみぢのえ
だ
 を、みよとて
おこ
せたれば
わがためはあらしの山のもみぢばの
　
ふかきいろにはいかでみすらん（二一）
　　
②三月ばかり、もろかたの弁、まとのまえよりすぎけるまゝに、
 や
まぶきをひとえ
だ
 おこせたれば、とほくならぬさきにと
て、
 は
 にかきつけてとらせし
　
うれしくもやへ山吹をみするかな
　
とへともきみをおもひかけぬに（三一）
　　
③まつのをにまいりて、かへりて、うちに
 あふひ
 まいらすとて
　
なべてにはかけて いはじ君がため
　
ちよまつのをのあふひぐさにて（三八）
　　
④院のつぼねに、つねにあひずみなる人のいでたるほどに いりてみれば、もやのみすに
 あ
ふひのかれてかゝりた
る
 に
かきつけ
し
　
かくれともかひなきものはもろともに
　
みすのあふひのかれはなりけり（三九）
54一宮紀伊集（天理図書館蔵）祐子内王家紀伊
　
78
55肥後集（書陵部蔵）肥後
　
207
　　
①正月一日、
 せり
 を人のむすびてお
ゝ（ママ）
せたる、はゝきぎのめのと
　
こほりせしたわだのねぜりあらはれて
　
かゝみにつめるとしのしるしに（一二）
　　
②かへし、
 むめのはな
 をむすびて
三八
　
むめがえにこづたふとりにさそはれて
　
さはのねぜりはつみもやられず（一三）
　　
③あめのふるに、
 やなぎの枝
 を人のがりやるとて
　
枝にまたこもれるまゆにゆきふれば
　
みづひきにするあをやぎのいと（三一）
　　
④はなみてかへりて、
 一枝
 人のがりやりたれば、これはいかにといひたるに
　
山さくら一えだやるはみ ゆきと
　
さそふしるしの心づからぞ（三七）
　　
⑤人のもとに、
 ちいさきさくらのはじめてさきたるが、心とけてもさかざりし
 を、かへしやるとて
　
いかゞとぞかぜにつけてもおもひやる
　
はなさきそむるやどのさくらを（四三）
　　
⑥はるのよ、
 花
 を人にやるとて
　
はなによりうちもふさねばはるのよは
　
しくさむしろのとこなれもせず（五一）
　　
⑦三月ふたつあるとしのはる、大将とのゝ
 山ぶきのさかりなる
 ををりて、右大臣との、中納言とのとましゝをりたてまつる
　
かすみしくはるのかゐあることしより
　
ちよまでにほへやへの山ぶき（五二）
　　
⑧おなじ人、
 さうぶ
 にかきて
　
みのほどもおもひしら ゝあやめぐ
　
人のうきにはしたねながれて（六五）
　　
⑨刑部卿、よとゝもにれいならずとのみある
 かれがたなる花ども
 をりておこせられたるに
　
ことくさのきみがやまゐのさかりにて
　
花はかれゆく秋のくれが （一〇三）
　　
⑩
 あさがほの花にうつせみのつきたる
 を、人のがりやるとて
　
うつせみのこゝろとゞめぬよの中に
　
あるかなきかのあさがほの花（二〇四）
　　
⑪
 花
 ををりて人のゐせたるに、むしのはたらきもせで、やがてつきたるに
　
しらつゆのおきもあかさでくさまくら
　
いかにねにけるむしにかあるらん（二〇五）
56在良朝臣集（書陵部蔵）在良
　
33
57帥中納言俊忠 俊忠Ⅰ
　
55
平安私家集の「折り枝」用例集Ⅱ
三九
58中納言俊忠卿集（書陵部蔵）俊忠Ⅱ
　
65
　　
①同御時、女房の
 花
 をうし
本
うにぐして、つかはせりしに、相坂こえてたづねみし日
　
けふこずはをとはのさくら如何にぞと
　
見ひとごとにとはまし物を
本
（三）
　　
②正月廿日比、雪ふりたりし朝に、二条家の
 梅
 を折て、俊頼朝臣のもとにやりし
　
さきそむる梅のたちえにふるゆきの
　
かさなるかずをとへとこそおもへ（七）
59六条修理大夫集（神宮文庫蔵）顕季
　
375
　　
①十月十日ころになるまで、菊のさかざりしに、真尊阿闍梨のもとより、
 おほきなる菊
 ををこせて、枝にゆひつけたりし
　
二葉より行すゑまでにさかへつゝ
　
これもやへさくしら菊の花（一二九）
60前斎院摂津集（書陵部蔵）摂津
　
54
　　
①十月ついたちころ、人のもとより、
 もみぢ
 にかきて
　
たむけやまあらしにまがふもみぢばや
　
くれにし秋のかたみなるらむ（二八）
61中宮上総集（彰考館文庫蔵）中宮上総
　
11
62散木奇歌集（書陵部蔵）俊頼Ⅰ
　
1616
　　
①むつきの七日、中宮亮仲実がもとへ、
 なゝくさのな
 、つかはすとてよめる
　
をがみ河むつきにはゆるゑこのうねを
　
つみしなべてもそこのみためぞ（二六）
　　
②人のもとへ、
 わかな
 にそへてつかはしける
　
君がため夜ごしにつめるなゝ草の
　
なつなのはなをみて忍びませ（三二）
　　
③人のもとより、
 わかな
 をゝくりたりけるを見てよめる
　
いかばかりうれしからまし身につめる
　
年をわかなと思はましかば（三三）
　　
④家綱がもとより、はまぐりをゝこすとて、
 やまぶき
 を上にさして書付けて侍ける
　
家綱
　
やまぶきを ざしにさせばはまぐりを
　
ゐでのわたりの物と見る哉（一六七）
四〇
　　
⑤堀河院御時に、肥後がもとに
 よきやまぶき
 ありときこしめしてたりければ、まいらすとて、花にむすびつけたりける
　
こゝのへにやへ山ぶきをうつしては
　
いでのかわづの心をぞくむ（一七二）
　　
⑥
 桂の枝
 にかけて人のがりつかはしける
　
人しれずあふひを侍としらせばや
　
かつらのえだのおりもよからば（二一一）
　　
⑦人のもとより
 橘
 を送とて
　
かぎりなく思ふ心をしらするは
　
花たち花のにほひなりけり（二一三）
　　
⑧五月五日、男、女のもとに、
 ながきね
 おこせたりければ、女にかはりてよめる
　
袂にはかりにもかけじ人
　
見ぬまにひけるあやめとおもへば（二九三）
　　
⑨
 梅花
 にむすびつけて、人のがりつかはしける
　
匂ふかに思ひよそへて梅の花
　
おるにつけてもぬるゝ袖かな（一一六三）
　　
⑩同ころ、
 あさがほ
 につけて人のもとにつかはしける
　
ほどもなきあさがほにをく露の身
　
なにうきことを思ひしるらん（一二三九）
　　
⑪人に忘られてなげきける人のがり、
 きく
 につけてつかはしける
　
きくのみとなに思ひけん秋くれば
　
人もうつろふ物にぞありける（一二八五）
　　
⑫同人のもとより、
 松たけ
 にそへてをくりてはべりける
　
ながらへむ君がゝきはのはる さに
　
ちよまつたけをそへざらめやも（一四〇五）
　　
⑬中宮亮仲実がもとに、うしかりにつかはしけるついでに
 はぎのえだ
 につけてつかはしける
　
うらむともし でやしかのしきりには
　
はぎのはひえをしからみにくる（一五二二）
63田上集（島原松平文庫蔵）俊頼Ⅱ
　
82
64二条大皇太后宮大弐集（書陵部蔵）二条太皇太后宮大弐
　
197
　　
①四月ついたちころ、
 さ
かりなるさくら
を
 人のをこせたる、かめにさしておまへにをきたるに、三四日しらず、源中納言のがり
平安私家集の「折り枝」用例集Ⅱ
四一
つかはしゝ
　
くものうへにちとせとちぎる君がよは
　
はなもときはのさくらなりけり（三四）
　　
②七月七日、
 まゆみのは
 にかきつけて
　
たなばたにあづさのまゆみかずことは
　
いるがごとくにきみきませとぞ（五三）
65行尊大僧正集（書陵部蔵）行尊Ⅰ
　
217
　　
①なきまに、
 むめ
 をゝりてかへりにけるその人に
　
あひみぬになぐさむとしもなけれども
　
こと
如
は本
なより
　
な
（一字分空白）
つかしきかな（一五四）
　　
②おいたる人のもとに、
 やへ梅
 をやりたれば
　
おりしらぬ我が身なれども めのは
　
またかばかりのにほひをばみず（一五五）
　　
③宇治まで、はなみにまかりたりしつとめて、人のもとより
 花
 おりておこせて
　
かすみわけよもの山べもたづねゝど
　
やどのはなをもみつべかりけり（一五九）
　　
④人のもとより、
 むめのはな
 をゝこせて
　
みするともそでぞぬれける梅の花
　
むかしのはるのにほひならねば（一六三）
　　
⑤宮の御めのとごのおさなきがもとより、
 むめのはな
 をほとけにたてまつれとて、をこせたるに
　
おこせたるやどのにほひをあはれなる
　
ちりにしはなのゆかりと思へば（一七〇）
　　
⑥かへしをばせで、花をこそえ せたりしか
　
人に
 はな
 をえさせたれば
　
いかでかはかぜのつてにもむめのはな
　
我やどながらをりてみましな（一七四）
　　
⑦
 なでしこ
 を、てらにおこせて、これをうゑてなん、よろづなぐさむといひたるに
　
なぐさむるとこなつだにもなきやどに
　
よもぎがもとをおもひやらならん（一九 ）
　　
⑧宮の御めのとのもとより、
 あふひ
 をおこせて
　
そのかみにおもはざりき あふひぐさ
　
きみゆへ そにかけてみんとは（一九二）
四二
66行尊大僧正集（書陵部蔵）行尊Ⅱ
　
135
　　
①三月つごもりに、ひるねしたるゆめに、あながちにこふる京の人〴〵あなり、はなにのみおもひなぐさめて、かくませとて、
 さ
くらの花一えだ
 をりて
　
このはなのちりなんのちはいかゞせん
　
君によそふる物しなければ（八五）
67為忠集（神宮文庫蔵）為忠
　
269
　　
①三月三日、あるやんごとなき女房の、
 桃の花を一えた
 ○（朱）
べきとなんいひおこせければ、かくよみて付侍ける
　
三千とせのよはひをのぶといふ桃
　
花をば君におしけくもなし（二三）
　　
②
 雨にしとゞあひたるさくらの花
 を、桜察公よりおくられ侍とてよめる
　
けふしもぞ雨ふりそめて桜花
　
くれなゐふかく色やみすらん（二四）
　　
③醍醐にすめる僧の、
 わらび
 を籠につゝみてお るとて、かくよみ添ておこせたりける
　
年つみて老を らするさわらび
　
すゑをか
ゝ（ママ）
みよ人もわが身も（二九）
　　
④花山にすめるひじりのもとより、
 をみなへしのいとにほやかなるを一もと
 おこせるとて、かくよみて付ける
　
女郎花きみやしのぶと一もとを
　
をくるこゝろをあだにながめそ（一〇九）
　　
⑤
 菊の花を一もと
 、ある僧のおこせるとて
　
千世のふる菊のよはひを君にぞと
　
をくるこゝろに花はありける（一四七）
　　
⑥
 紅梅
 をある人の
 一えだ
 おこせけるを、その返しに
　
くれなゐにうはぞめしたる梅花
　
雨ふりそむる色とこそみれ（二二三）
68基俊集（書陵部蔵）基俊Ⅰ
　
218
　　
①七日、
 わかな
 人のもとにつかはすとて
　
年をへてわかなはつめどおいにけり
　
かしらに春の雪つもりつゝ（四）
　　
②としごろもの申わたりけれど、いとこゝろからくてやみ侍ける女の、いかゞ思けん、
 い
とおもしろくさきたる
花
 をつかはした
平安私家集の「折り枝」用例集Ⅱ
四三
りしかば、いひつかはしける
　
いかにして花のした紐とけにけん
　
人の心はありしながらに（六）
　　
③
 しゐ
 を人のもとにつかはすとて
　
おちつもるくちばがしたをかきかへし
　
たがためひろふこのみとかしる（九六）
　　
④十月ついたちころ、おほはらより
 まだもみぢぬかへで
 をしきて、くだ物いれておこせたりし人のもとにいひつかはしける
　
おりけるはいかな 山の山人ぞ
　
もみぢもあへぬあたしきのはを（一一三）
　　
⑤三月十日ばかり、六波羅にかうおこなふと聞て、女車にのりまじりてまうでたりしに、くちおしくはてにければ、経よむあまの
もとにまかりてかへらんとするに、ひき で物にとて
 桜のいみじうさきたる
 をおりてえさせしかば
　
家つとにさのみなおりそ桜花
　
やまの思はんこともやさしく（一二一）
69基俊集（書陵部蔵）基俊Ⅱ
　
52
70基俊集（書陵部蔵）基俊Ⅲ
　
29
71雅兼卿集（書陵部蔵）雅兼
　
83
72行宗集（書陵部蔵）行宗
　
369
　　
①内大臣殿に、折櫃にとりをいれて
 むめのはな
 さしてまいらせたりしかば、
　
うぐひすやぬぎすてゝけむきゝす へ
　
いつよりきるぞむめの花がさ（五五）
　　
②長承元年十二月廿四日雪朝、当斎院の御だいばむところへまいらする、
 雪ふりかゝりたるたけ
 につけて
　
くれたけのゆきうちはらひけさみれば
　
よごとに君がちよぞこもれる（七二）
　　
③侍従中納言、
 まぜくだもの
 つかはすとて
　
おもふことなるてふこのみねがふこと
　
みつのおりびつこれをまいらす（一一四）
　　
④敦経権守のもとより
 梅花のちりたる
 をすゞりのはこのふたにいれて
　
これを見よゝはのあらしにさそはれて
　
わかきのむめ ちれるすがた （一二七）
四四
　　
⑤同二年二月六日、敦経権守の
 梅のおろしえだ、ひとゝせとりてうゑたるが、はじめてはなさきたる
 みせにつかはすとて
　
うゑわくるやどはかはるとむめの花
　
なにかにほひのうすくこからむ（一三二）
　　
⑥琳賢がもとより、
 いがぐり、あけびなど
 つかはして
　
いがぐりは心よはくぞおちにけ
　
この山ひめのゑめるかをみて（一六五）
73都芳門院安芸集（書陵部蔵）都芳門院安芸
　
64
74刑部卿平忠盛朝臣 神宮文庫蔵）忠盛Ⅰ
　
38
75忠盛集（谷山茂蔵）忠盛Ⅱ
　
190
76左京大夫顕輔 集（書陵部蔵）顕輔
　
146
77待賢院堀河集（書陵部蔵）待賢門院堀河
　
137
78六条院宣旨集（書陵部蔵）六条院宣旨
　
115
79なりみち集（神宮文庫蔵）成通
　
99
80田多民治集（書陵部蔵）忠通
　
232
81出観集（高松宮蔵）覚性法親王
　
850
　　
①はるに也て南院にまいりたるに、むかしうへをき給へるむめのさかりにさきたりければ、
 花
 につけてたてまつりける
　
源俊重
　
おもかげもたちそふらめや花の色に
　
君がまそでのにほひかとみよ（七七九）
82桂大納言入道殿御 書陵部 光頼
　
22
83清輔朝臣集（書陵部蔵）清輔
　
444
　　
①きさらぎの比、三条の女御のもとへ うで りけるに、雪ふれるあしたなりければ、たゞにはいかになど女房申ければ、
 軒
ち
かき梅
 をおりて、さしいるとてよめる
　
梅花にほひも雪にうづもれば
　
いかにわきてかけさはおらまし（二六）
　　
②閏十月ありけるとし、
 松のもみぢたりける
 を人に送とて
平安私家集の「折り枝」用例集Ⅱ
四五
　
神無月時雨ゝ月のかさなれば
　
たへずや松も下もみぢする（二二三）
　　
③宮原に侍ける女に、
 草の葉
 にかきてさし入ける
　
いかにせむにゐはひまさすこひ草の
　
しらけぬほどにあふよしもがな（二八六）
　　
④女のこをうみて、うぶぎぬこひければ、
 松の枝
 にかけてやるとて
　
千代に又ちよやかさねむ松ばらに
　
巣だちはじむる鶴の毛衣（三一三）
　　
　　
⑤みあれの日、ともだちのもとより
 あ
ふ
ひ
 を送て、いかにしそめたりけることにか、昔の契こそうれしけれといふ心をいへりけ
れば
　
いにしへの契はしらずあふひ草
　
おもひかけゝるけふぞうれしき（四〇七）
　　
⑥みあれの日、あがたへゆきける人 、
 あふひ
 をつかはすとて
　
けふはよきたむけをくさを程へなば
　
後のあふひと神やおもはん（四三三）
84風情集（谷山茂蔵）公重
　
633
　　
①左京大夫顕広がり
 梅の花
 おりてつかはしゝ人の
 枝
 につけて
　
むめがえの花につけてもおもひいでよ
　
とふことのはゝなき身なりとも（三）
85林葉和歌集（神宮文庫蔵）俊恵
　
1006
86源三位頼政集（流門文庫蔵）頼政Ⅰ
　
687
　　
①ある宮ばらなる女房に申かたらひて、時々まかりかよひ 程に あしわけなる事やありけん、久しうまからざりしかば、二月
のい
（ママ）
つたちころ、
 梅の枝
 につけてつかはしける
　
きまさずはさてもちりなん梅がえの
　
それゆへならでゆかんとおもへば（一七）
　　
②よろこびして侍ける比、あひしたりたる女の悦つかはさゞりし ば、これより
 つぼみたる枝
 に付ていひつかはしける
　
またじとや梅をみつゝもとはざら
　
ひらくる物をわれが思ひは（一八）
　　
③新院の御時、さと大裏におはします比、大 に候けるが、れうき殿の前
 梅
の花さかりに侍け
る
 を、小
と（ママ）
り
ねして
 お
りにつか
四六
はしける枝
 に付て奉ける
　
九重のうちに匂へる梅の花
　
とへばちらさじとおもひしものを（二一）
　　
④二月廿日比に大内の花見せよと申ほどに、
 いまだひらけぬ花
 につけてつかはしける
　
思ひやれ君がためにとまつ花の
　
さきもはてぬにいそぐ心を（三二）
　　
⑤二月つゐたち比に、花まだしきほどに、
 な
らより作たる
桜
 を、まぜくだ物の上にかざして
つかはしたる
を、ひとりみんが口お
しさに、むかひなる所に桜の梢のみゆるがまださかぬ程に、あるじのものとへ此作花をつかはすとて
　
君が住やどの梢のさかぬまに
　
めづらしかれとはなたてまつる（三八）
　　
⑥いまだ殿上ゆるされぬ事をなげき侍しに、二条院の御時、弥生の十日比に行幸なりて、
 南
殿の桜盛なるを一
枝
 折せて、こぞの
今年といかゞあると被仰下侍しかば、
 枝
 に付てまいらせける
　
よそにのみ思ふ雲井の花なれば
　
面かけならでみえばこそあらめ（八〇）
　　
⑦弥生の十日あまりの程に、内女房さと大りより大内の南殿の花見に、上達部殿上人などひきぐし まいりて、出ざまにち
 り
た
る花
 をかきあつめてつかはすとて
　
花ゆへに風ないとひそちればこそ
　
ちる花とてもいへづとにすな（八七）
　　
⑧是かれあまた申と聞て、女のもとに
 女郎花
 につけてつかはしける
　
おなじくは我にをなびけ女郎花
　
吹秋風はこゝろさだめじ（四六〇）
　　
⑨久しくをとせぬおとこの許へ、うらみつかはしたりけれども、なをまてと来ざりければ、申つかはしける女にかはりて、
 す
ゝ
き
 につけて
　
まねけどもこぬ夕されば花薄
　
なびきそめけん事ぞくやしき（四六一）
　　
⑩たえて久しく成にける女の許より、五月五 に
 あやめ
 に付て遣したりし
　
よそにのみ人は軒ばのあやめ草
　
うきねはたえずかゝる袖かな（四六四）
　　
⑪たえて久しく成たる女のもとより、思出て五月五日に、
 ながきね
 をつかはすとて
平安私家集の「折り枝」用例集Ⅱ
四七
　
あはぬまにおふるあやめのねをみつゝ
　
たえぬ泪のふかさをはしれ（四六六）
　　
⑫おさなくて見たる女、おとなしくなりて後あひかたらひて侍けるに、
 女郎花
 に付てつかはしける
　
女郎花そのかたおもひはめもたえて
　
花のさかりぞなづさはれぬる（四九二）
　　
⑬久しくをとづれ侍ぬ女に、十月朔日ころに、
 いまだひらけぬきく
 に付てつかはしける
　
君をわれあきこ はてね色かはる
　
菊をみよかしひらけだにせず（四九八）
　　
⑭さてほどへて、
 うつろひたる菊
 につけて、かれよりつかはしける
　
ひらけぬを秋はてずとやみし菊の
　
たのむかたなくうつろ に り（五〇〇）
　　
⑮同人のもとより、からの桜のさまをうつしたるなり、こゝに見あはせよとて、
 つくりたる桜の花
 をつかはしたりしかば
　
もろこしの花もこゝに わたりける
　
ましてまぢかき人はいかゞは（五二六）
　　
⑯藤壺の
 藤
 をみせにつかはして
　
あふことをまつよりもげに今朝はなほ
　
心にしげくかゝりそめける（五三四）
　　
⑰同人の許より、五月五日、
 あやめ草にあらぬ草
 に付てつかはしける
　
けふとてもとはぬあやめのうきなかに
　
あらぬすぢこそうれしか けれ（五六六）
　　
⑱又はじめてあひたる女に、正月朔日、子日
 松
 をつかはすとて
　
今日よりは君 子日の松をとて
　
おもふためしに人もひくらめ（六〇九）
　　
⑲歳老たる人の、五月十日比に、
 花橘
 のありけるを、隣なる人のもとへ遣はすとて、おりひつのたてかみにかき付て遣しける
　
たちばなは花のさくまで りけるに
　
老ぬる身こそとまるまじけれ（六二三）
　　
⑳鳥羽院にさぶらひしとき、光信が許より
 桜の花
 をつかはして
　
みなもとはおなじ梢の花なれば
　
にほふあたりのなつかしき哉（六八一）
87頼政集（三井寺切）頼政Ⅱ
　
29
　　
①
 えだ
 にむすびつけてまいらせ侍ける
四八
　
よそにのみおもふくもゐの花なれば
　
おもかげならでみえばこそあらめ（五）
88太宰大弐重家集（尊経閣文庫蔵）重家
　
617
　　
①正月七日子日にあたりたるに、人々摂政殿の御前に候て、これかれものがたりなどするに、御まへの御簾の中より、むすびたる
文をなげだされたり、左大弁とりて見らるゝに、
 小
まつとわか
な
 とをつゝみてうたをかきたり、人々おほくおはすればとおも
ふを、とく〳〵返しせよ 只今に又たれかはとありしかば
　
本歌
　
としをつむわかなのみかはけふは君
　
子日のまつのちよもそふらん（二九九）
89前参議教長卿集（丹鶴叢書）教長
　
979
　　
①あひしれる人の許より、
 八重桜
 をゝりてつかはしける返ことに
　
やへざくらをれる匂ひにかさねても
　
猶この本ぞゆかしかりける（一三〇）
　　
②人のもとにさけりける
 はぎ
 を、人のほかにつかはしたりける、あるじにかはりてよめる
　
みま草にかるも昔は しみけり
　
今のねごしのなさけなきかな（三四三）
　　
③
 うり
 は七月におくらんと申けるひとのもとへ、おどろかしつかはしける
　
うりをき たなばた時と聞しより
　
彦星とのみ我ぞ成ぬる（五一七）
　　
④人のもとより
 たかむな
 をこひにおこせたる、つかはすとて
　
よみ人しらず
　
たかうなをもとめえしこそ古へも
　
ふた心なきためしなりけれ（九六三）
90覚綱集（書陵部蔵）覚綱
　
91有房中将 有房Ⅰ92有房中将集・有房集（書陵部蔵）有房Ⅱ
　
479
93禅林瘀葉集（書陵部蔵）資隆
　
100
　　
①ならなるひとのもとより、
 やへざくらを
 つかはしたりければ
　
わがためにおりけるならのやへざくら
　
たのむこゝろをかさねてぞ見る（一四）
平安私家集の「折り枝」用例集Ⅱ
四九
94登蓮集（徳川美術館蔵）登蓮
　
26
95皇太后宮大進集（彰考 文庫蔵）皇太后宮大進
　
32
96前大納言実国 神宮文庫蔵）実国
　
98
97皇太后宮亮経正朝臣集（書陵部 経正
　
119
98忠度百首（書陵部蔵）忠度
　
103
99経盛卿家集（神作光一
　
129
　　
①三月晦日ころに、
 やへざくら
 につけて皇后宮の兵衛内侍がもとへつかはしける
　
はるふかみちらぬことだにあるものを
　
やへまでにほふはなさくらかな（二三）
　　
②女御家宰相にもの申し侍しころ、ならにまかりて
 やへざくらのえだ
 に付てつかはしたりし
　
これを見よふるき やこのやえざくら
　
心ながくもにほふはるかな（二五）
　　
③ひさひくおとせぬ女の とより賀茂のまつりの日、
 あふひ
 に付て遣侍ける
　
わすれにしその神やまのあふひ草
　
今日だにかけておもひいでずや（九四）
　　
④同社にいのりせさせ侍し僧のもとより、
 まつ
 に巻数をつけてつかはして侍しかば、よめる
　
ちとせまでさかへんことのためしとや
　
よにすみよしのまつをみすらん（一〇三）
100刑部卿頼輔集（書陵部蔵）頼輔
　
131
　　
①かものまさひらが、人のもとへ
 あふひ
 つかはしたるをみて、そのつかひにつけて遣りける
　
なをざりのことのはにだにあふひくさ
　
かけてとはれぬみをぞうらむる（一〇二）
101惟宗広言集（書陵部蔵）広言
　
100
102入道大納言資賢集（書陵部蔵）資賢
　
29
103祝部成仲集（穂久邇文庫蔵）成仲
　
100
104粟田口別当入道集（書陵部蔵）惟方
　
249
五〇
　　
①七日、子日にあたりたりしに歳、兵衛とのへ、
 わかなに松
 をぐして、御所の辺とりいでさせ給へと申て
きみがよを野辺のわかなにひきそふる
　
ちよのはつねのけふの松みよ（五）
　　
②新院、くらゐおりさせたまひてのち、八条院、姫宮と申まいらせしとき、
 さ
くらのはなをかめにさし
て
 、宮の御かたへ
まいら
せさせたまひたりしを、いかゞ申べきなどありしかば、かくぞおぼえ候と申
　
こゝのへの雲井にみえしさくらばな
　
おりてはまさるにほひなりけり（一九）
　　
③顕昭法師、ひさしうをとづれざりしかば、秋ごろ、
 はぎのえだ
 にさしてつかはしたりし
　
秋くればはぎもふるえにさくものを
　
人こそかはれもとのこゝろは（七三）
105中御門大納言殿集（書陵部蔵）歌人逸名
　
41
